
／人・ロボット・システムを有機的に結合するスマートビル基盤に関する研究開発

／サービス創出が実現できるデータ連携基盤の構築

2025年4月23日

「産業DXのためのデジタルインフラ整備事業」 成果報告会

学校法人立命館
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本テーマの背景・目的

ビル設備が中心の数値データ

個人の行動が中心の属性データ

ビルに閉じた固有のアプリケーション

統合データを利用したサービス提供

モノと作業中心とした物理的業務

情報とサービスを中心とした業務

ビルの利用状況が把握できない?
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市民利用施設・公園エリア（ 災害拠点）

複数の飲食店

商工会議所

ベンチャーカフェ東京等

新築ビル

既築ビル

既築ビル

約1万人の学生

学籍I D

市民参加

ガバナンス主体 運営主体

デジタルインフラ

新棟： 新築・大規模( 24年4月)

既築・中規模ビル

アジャイル
ガバナンス

立命館大学・大阪いばらきキャンパス

広大な私有地を活かした社会システムの実証

インキュベーション部屋

“見せる・試せるラボ”

教育主体

■学生によるデータ利用・サービス創出

■学生の研究内容の実験・取り込み

➡ デジタル人財の輩出

人財・事業育成

立命館大学 大阪いばらきキャンパスと新棟





新棟竣工前の環境シミュレーション
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新たな学び空間の実現と脱炭素の両立を目指す環境設備計画
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立命館・大阪いばらきキャンパス H棟
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本テーマの概要
事業概要

• 学生、企業、自治体・地域住民など多様な人が行き交う立命館大学 大阪いばらきキャンパス(OIC)をリビングラボとして活用し、BIM等から抽出されるビル情報や
フィールド層の機器、サービスロボット、利用者に識別子(ID)が定義されるデジタルインフラを整備する。その上で、新サービス創出を実現しようとする異なる運用者間
でデータを共有・更新できるデータ連携基盤を構築する。

• 多くの事業者によるデータ利活用を前提として、個人情報を含むデータの取り扱いやその共有範囲・粒度に関するガバナンスのあり方やルールについての検討を行う。
• 新築棟に本基盤を整備し代表的なビル管理業務(清掃等)に適用することによってその効率化を評価する。
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NEDO
補助

IPA（DADC）
助言

アーキテクチャ等へのFB

実施体制
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実施項目 概要 目標 根拠

①-1 ガバナンスと要件
の整備

様々なステークホルダがスマートビルを活用する前提で、共
通的に利活用できる協調領域としてのルール・ガバナンス
の要件を策定しその手順を整備する。

スマートビルにおけるデータ利
活用のルール・ガバナンスの
策定と試験運用・評価

スマートビル基盤を活用したサービス提供
の事業運営を可能にするため運用ルール
の策定が必須である。

①-2 データ連携基盤の
開発

スマートビルに関するデータの関連性、収集方法、保管方
法、提供方法に関して協調領域の標準となることを目指
したデータ連携プラットフォームを開発する。

データ連携プラットフォームの
要件定義、構築、運用、評
価

ビルデータを取得・提供・分析する機能を
提供することにより、それらを利活用する
サービスの構築が可能となる。

①-3 ビルシステム開発
実績のあるビルシステムに対して、データモデルの標準化の
対応やケーラビリティを高めるための適合化を考慮しながら、
キャンパス内の新棟に対して構築する。

ビルシステムを構成するセン
サ・インフラの構築と6000ポ
イントのデータを連携する
ゲートウェイ及びビルOS構築

ビル内でのイベントを的確にセンシングする
システムによって得られるデータの中から、
新しいサービスの提供を可能とするデータ
セットを選定し、それらをリアルタイムに提供
できる必要がある。

②-1 ビル管理業務の
ユースケース実証

代表的なビル管理業務である「設備管理」「清掃」「警備」
に関して、統合的なデータの活用の上、その事業性の検
証を行う。様々な収集データを活用して、データに基づく予
測により業務の必要性や仕様の判断、ビル設備の制御で
運用の最適化を目指す。

現状のビル管理業務の運用
基準の可視化、予測のため
のデータ整理・活用による
ユースケース実証と事業性
検証

現実のビル管理業務を改善・効率化でき
るサービスの構築が必要であり、それに沿っ
た現場でのユースケースを実証することによ
り事業性の検証が可能になる。

②-2 ビル間リソース融
通の実証アプリ・システム
開発

実証フィールドは市民に開放されたキャンパスであり、様々
な個人の消費・購買行動がなされ、災害拠点としての公
園を有することを踏まえ、ビルに係わる個人の行動データを
活用したテストツールとして実証アプリ・システムを開発する。

個人の行動データ取得によ
る属性に基づく人流分析を
元にしたサービス開発・評価

個人の行動データを的確に把握できるかと
それに基づいたサービスを提供できるかを検
証する必要がある。

実施項目ごとの目標と根拠
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●：策定・開発完了▲：要件・仕様確認

研究開発スケジュール
研究開発項目 2023年度 2024年度

①スマートビルに係るデータ連携基盤システムの開発

①-1:「ガバナンスと要件の整備」

①-2:「データ連携基盤の開発」

①-3:「ビルシステム開発」

②スマートビルに係るデータ連携基盤システムの事業性と有効性の検証

②-1:「ビル管理業務のユースケース実
証」

②-2:「ビル間リソース融通の実証アプ
リ・システム開発」

先行事例調査
ヒヤリング

ルール素案検
討

試験運用の
準備

一部試験運
用

評価

試験運用の本格化

既存ビル センサー設置・連携
準備

PF要件定義・設計
(データ変換仕様、DB設計、API設計、セキュ

リティ要件)

データ取得・検証

PF開発

システム運用

ビルOS・外部
連携

PF連携・接続

新棟建設工事：インフラ/センサー構築

サービス検討 ビルシステム構築

GW構築/ポイント連携/試運転調整

サービス実装/運用設計

検証実施方法の策定

運営設備・機器の準備

検証の準備
一部検証

開始
検証実施の本格化

サービス運用
サービス仕様定義

アプリ要件定
義

サービス運用
設計

アプリ簡易開
発

一部サービス
実証/検討

検証シナリオ策定

評価

評価

評価

評価

評価

▲

▲

▲

▲

▲

●

●

●

●

●



11

実施項目
目標

（2024年8月）
成果

（2025年3月）
達成度（見込み） 達成の根拠／解決方針

①-1 ガバナンスと要件の整備
スマートビルにおけるデータ利
活用のルール・ガバナンスの
策定と試験運用・評価

ルールの策定を完了し、その
手順書を作成。既に実証に
入っているユースケースごとの
ヒアリングを実施

○
手順書の作成を完了し、実働した
ユースケースでの検証を実施できた

①-2 データ連携基盤の開発
データ連携プラットフォームの
要件定義、構築、運用、評
価

データ連携プラットフォームを
構築し、複数のユースケース
のためのサービスを開発、検
証、評価を実施

◎

ユースケース実証のサービスを構築、
運用できた。特に、複数サービス運
用時の個人情報同意管理機能も
実装、機能評価ができた

①-3 ビルシステム開発

ビルシステムを構成するセン
サ・インフラの構築と6000ポ
イントのデータを連携する
ゲートウェイ及びビルOS構築

「ビルコミ」ビルOSをOICのH
棟を含め構築し運用、約
6000ポイントデータをAPIを
介してデータ連携。見える化
アプリを開発、運用、評価を
実施

◎
実施項目にない「見える化アプリ」
を構築、運用しており、大幅達成と
評価

②-1 ビル管理業務のユースケース実証

現状のビル管理業務の運用
基準の可視化、予測のため
のデータ整理・活用による
ユースケース実証と事業性
検証

施設管理、清掃業務、警
備業務にビルシステムもしく
はビルデータに基づくサービス
を運用し、それらの効率化を
実証

○

施設管理、清掃業務、警備業務
において、ユースケース実証サービス
を適用前後での効率化を確認でき
た

②-2 ビル間リソース融通の実証アプリ・シ
ステム開発

個人の行動データ取得によ
る属性に基づく人流分析を
元にしたサービス開発・評価

被災時の要支援者対策、
デリバリーロボット連携、既設
棟を含む人流分析を実装、
評価

○

ビルシステム、データ連携基盤、支
援サービスのすべてを稼動させての
実証で有効性を確認できた。更に
新サービス事例として警備ARアプリ
による業務改善を確認できた

◎ 大きく上回って達成、○達成、△一部未達、 ×未達実施項目ごとの目標達成状況



Copyright © 2024 Takenaka Corporation.  All Rights Reserved.

ビルOS1 i

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
と
は

• り ス ト OS ビルOS の

• ビ 立命館大学OIC 棟 H棟

のビルOS ビル ®

2024/5/31 SDP in立命館大学 ス  ビ4

IoTセンサ

建物設備

リアルタイム
データ処理

ビックデータ処理

ビルOSビル アプリケーショ ン

ル

AI

Third Party

ト

ト

マ
ル
チ
プ
ロ
ト
コ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

AR ビ

ル

ル マ ト

クラウド上のビルOSと各種サービス
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実施項目①-3：「ビルシステム」の成果と意義

・BIMモデル・ジオメトリ情報およびメタデータ・スペースの階層構造の整理
・中央監視ポイントとビルOSのデータ選定、名称ルールと変換ルールの整備

システム全体構成

データフロー例

・ビルデータの取得、条件つき検索、実時間ストリーミング
・権限管理、ポイント追加編集の完備
・トレンドデータの分析・編集

Copyright © 2024 Takenaka Corporation.  All Rights Reserved.
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コグニティブな実世界情報処理

Cognitive adj. 
• 認識・認知力の、経験的知識・

事実にもとづいた

• より高度な実世界情報を認識
• これまでにないアルゴリズム

• 気圧、可視光、UWB、…

• 人間を越えた処理を実現する
• 数で勝負すれば人間には勝てる

• 実証フィールド：
• スマート環境

• センサーネットワーク

• スマートエッジコンピューティング

• クラウド連携

• 非スマート環境
• モバイルセンシング

• スマホセンシング

• ウェアラブルセンシング

• ロボットセンシング

Copyright © 2024 Takenaka Corporation.  All Rights Reserved.
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ビルOSを用いたデジタルツイン「見える化アプリ」の構築

2858602460

https://visapp.smart-dx.ritsumei.ac.jp/ja/






移動体/ロボットのビルOSへの取り込み

Space-B
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• 0人ではない時間帯を「利用している」とみなしたとき、
HFSが設置されているH棟の平均利用率は95%に達し、基本的に誰かが平日は使われていることを示しています。

OIC 建物内の利用動向

各部屋の平日
平均利用率 95%
平日9時〜18時に限る

竹中工務店とDataFluctによる分析より転載
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• 第2週後半までは教室の利用率の方が高かったですが、その後は共用部の方が利用率が高いです。
共用部の利用を学生さん自ら使い方を覚えて、積極的に利用頂いている状況がデータから推察できます。

利用率の変化（4月1日〜6月1日）

初めは教室の方が
利用率が高い。

共用部の利用率は土日も含めて高まっていく。
積極的に共用部を利用いただいている証拠とも言えます。

竹中工務店とDataFluctによる分析より転載
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利用者数の動向を部屋ごとに可視化

竹中工務店とDataFluctによる分析より転載
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実施項目①-2：「データ連携基盤の開発」の成果と意義

・新棟のビルOS、既存棟のセンシングシステムから収集される各種多様な
ビルデータをそれぞれ適切なデータストトレージに格納し、分析可能
・WebAPI経由での各種サービスを構築可能
・サービスごとの個人情報および同意管理を一括して基盤内で管理可能
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実施項目②-1：「ビル管理業務のユースケース実証」の成果と意義

■警備: ロボット巡回最適化

■清掃業務アプリ（ビルのリアルタイム情報活用）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

設計値［GJ/月］ 実績値［GJ/月］

清掃・警備業務効率化 ビル設備管理業務効率化教室予約データ、
利用人歴データ、
作業時間データ

人流データ

環境センシ
ングデータ

・設計値に比較してエネルギー消
費25%の削減 → 再調整による
最適化が可能

・清掃業務、月あたり10時間の削
減 → 作業時間分析による清掃
計画の見直し

・警備ロボットの巡回時間、月あた
り20時間の削減 → 知能化ロボッ
トの導入による削減
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実施項目②-2：「ビル間リソース融通の実証アプリ・システム開発」の成果と意義

XXXX

■エレベーター自動呼出し ■要支援者サポート

位置表示

ビル内サービス：個人位置情報活用ユースケース

・既存棟でのセンシング環境の設営

・カメラによる(ゲートに依存しない)個人識別の実証

・データ連携基盤上でのサービス開発実証





教室センシング ― ロボットセンシング ―

・天井のカメラ・LiDARや椅子の加速度センサーにもとづく状況の認識
・試験監督・出席・取り組み度のためのセンシング
・学生のグループワーク等をセンシング

※ 以下は2024年12月25日4限のデータで、教室後方の2D LiDARにて取得したデータの可視化
色が濃いほど物体が多く検出された箇所である(机は検出されないので追記している)



27

実施項目①-1：「ガバナンスと要件の整備」の成果と意義

・本学の既存規程との整合性をもったスマートビルデータ利活用のルール整備
・本スマートビル基盤を事業活用するための手順書の完備
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■ スマートビル基盤活用コンサルティング：
◇概要：センサーネットワーク、サービスロボット等を用いて、ビル管理業務を効率化する手法につ
いてコンサルティングおよび運用支援する

①コンサルティング（現状調査・改善プランの提案等）
②ソフトウェア導入支援（スマートビルに係るデータ連携基盤システム等）
③ハードウェア導入支援（建物管理に係るロボット、IoTセンサ等）
④ガバナンス構築・構築支援（ソフトウェア、ハードウェアの運用に係るルールの策定等）
⑤オペレーション業務・業務サポート

◇戦略：立命館が有するデータ連携基盤での知見を生かしたサービス提供を想定
◇スケジュール：

事業化の戦略・具体的取組
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■ スマートビルMSI(Master System Integration)事業：

◇概要：スマートビル建設およびDADCのガイドラインに準拠したビルOSの展開を推進し、ユニークなアプリケーションの構
築し、 MSIとして機能できる事業を推進する。また開発したビルOSのAPI(Application Programming Interface)を
活用するコミュニティの運営を実施する
◇戦略：業界一早く手がけたビルシステム開発の経験を生かし、将来的にスマートビル運用には必ず必要となるMSIとし
ての素養を担える竹中工務店が様々なパートナ企業と連携の幅を広げる。複数の不動産やアセット有する事業者をター
ゲットに経験を積み、スケーラビリティが確保できる段階になったら中小のビルにもサービスを展開する

◇スケジュール：

事業化の戦略・具体的取組

2023年度 2024年度 2025年度 2026 2027

協調領域の整備、標準アプリの開発

アプリケーションの評価、事業計画の承認、販売体制の構築

事業部または事業会社の設立検討・準備

（市場獲得）
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事業化の戦略・具体的取組
■ スマートビルデータ連携基盤事業：

◇概要：ビルに関わるデータを人流や個人を特定した形でのデータを収集・結合することにより、パーソナライズも含むより適
切なビルサービスの提供に向けた、ビル設備やシステムを制御、更新できるようなデータ連携基盤を提供し、様々なパートナー
企業と連携し推進する。更に、そのデータの幅広い事業者への提供ができるシステムの仕様を研究開発した成果をビル所有
者や管理者、ロボット事業者や飲食サービス等の事業者へ提供することをサービス展開する 
◇戦略：通信事業者であり、本社自社ビルも含むスマートビル事業に携わり、ビルのICTサービス事業者を子会社として有す
るソフトバンクが主体となり一体的な構築と運営を可能とする。同社の顧客である多くの法人企業や自治体との広範なリレー
ションを活かし、早期に顧客ニーズを取り込みながら進めることが可能である。

◇スケジュール：
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アウトカム達成に向けた具体的取組
・本テーマ(産業DX基本計画)のアウトカム指標達成に向けた課題として、個々のビルがスマート化していくことに関して
は、ビル規模の大小での達成時期の差はあるが達成可能と考える。

・街中に点在しているビルが都市リソース(ヒト・モノ・エネルギー・情報等)を流通させるバランサーとなり、データ活用によ 
り地域全体を調整・最適化するにはエリアマネージメントの充実が必須と考えられる。

・スマートビルの本質はビルOSの活用により建築物のソフトウェアデファインド化を実現できることである。

- 経済的効果を基本的なビル管理業務のみで想定しても大学キャンパスでは年間数千万規模のコストがか
かっておりその1割を低減できるだけでも数百万規模の削減が期待できる。

- バランサーとなるべく各ビルが保有するリソースを流通させるためのインセンティブが必要であり、災害時などの
非常時を除いて日常的に実現するようなインセンティブを探求する必要

- バランサーのインセンティブとしては、ひとつには都市の商業施設など半公共空間になっているようなエリアでは
来館者へのサービスとしてデベロッパーによる実現が可能であり、もう一つはより公共的なスマートシティ基盤
すなわち自治体との連携を目指すべきである

- クラウド上にビルOSが存在することにより、クラウドに導入される最新のIT/AI技術が適用可能であり、建築
の経年劣化には依存せずサービスを提供できる

- バランサーとして機能するためにはクラウド上で複数の建築物のビルOSをマルチテナント化することにより実現
が見込まれ、スマートシティ基盤との連携が可能になる
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